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学 位 論 文 題 目 

 
Spatial and temporal distributions of bigeye tuna (Thunnus obesus) catches affected by 

oceanographic condition and ocean climate variability in the eastern Indian Ocean off Java 
 (東部インド洋ジャワ島沖合における海況および気候変動と 

メバチマグロ漁獲量の時空間分布)  
 

近年、国連海洋法により、排他的経済水域（EEZ）内での充分な資源の開発利用と、自

国にとって必要以上の資源を他国に利用させることを義務付けられている。このような

状況から、わが国をはじめ各国ともに周辺水域の環境収容力を明らかにすることを目的

に、従来の資源量推定法に加え、広い海域の資源量や生産環境を、短時間かつ高精度に

探査できる新しい資源量推定法やリアルタイム海洋生物資源環境モニタリングシステム

を開発することが急務とされている。そして、持続的に海洋生物資源を利用する視点や

資源回復計画案の策定上からも、いつ、どこに、どのくらいの資源が利用可能かリアル

タイムで知る必要がある。 

本研究で対象としたメバチマグロ（Thunnus obesus）は、商業対象種であり、東部イン

ド洋ジャワ島沖合では、延縄漁業で最も価値ある対象種である。 大西洋の南西地域を除

いて、世界の 3 つの主要な海の 40°N と 40°S の間に分布する高度回遊性魚類である。世界

のマグロ類市場の約 10 パーセントを占め、インド洋周辺海域で漁獲されるメバチマグロ

は日本へ輸出されている。その 88 パーセントはバリ島の Benoa 港で水揚げされたもので

ある。インド洋海域の最大持続可能漁獲量（MSY）は 114,000 トンであるが、2006-2010
年の平均漁獲量はそれを下回る 104,700 トンであり、乱獲という状態ではない。 

これまでのメバチマグロ資源と生態に関する調査研究では、調査船による漁獲・観測デ

ータを用いて、その分布や回遊経路を解析している。しかし、年間を通した生息域全体で

の分布・移動、あるいは海洋環境と統合した漁場形成に関する知見は断片的である。 
そこで本研究では、延縄漁獲データと人工衛星データを組み合わせて GIS（地理情報シ

ステム）を用いて、メバチマグロ生息可能海域の時空間変動、そしてメバチマグロ漁場形

成に関わる海洋環境との関係を明らかにすることを目的とした。さらに、空間情報学的な

手法を用いて、ENSO やインド洋大ポールなどの気候変動に対して、メバチマグロ生息域

がどのように変化するかを推定することを目的としている。本研究は、“オペレーショナ

ル”水産海洋学というべき新規性のある応用分野への足がかりであると考えられる。 
  



 特に審査員一同が評価した点は以下の通りである。 
１．東部インド洋ジャワ島沖合における海洋環境変動を、EOF 解析およびウェーブレッ

ト解析を用いて解析した。その結果、海面温度、海面高度偏差よりクロロフィル a
濃度の変動が大きいことを明らかにした。 

２．一般化加法モデル（GAM: Generalized Additive model）を用いて、メバチマグロの好

適海洋環境を解析した結果、海表面温度が 24～27ºC、クロロフィル a 濃度が 0.1～0.3 
mg m-3 の貧栄養海域、海面高度偏差が -20～+20 cm の範囲であることを明らかにし

た。 
３．エルニーニョ期でインド洋ダイポール（＋）の時に、混合層深度が浅くなり、延縄

深度とメバチマグロの生息深度が近接して釣獲率が上昇することを明らかにした。 
 
本研究は、衛星リモートセンシングと GIS（地理情報システム）技術を応用して、どの

ようにメバチマグロが海洋環境に応答しているか理解し、そのメバチマグロ生息域空間

モデルの開発に挑戦したものである。本研究を発展させることにより、“オペレーショナ

ル”水産海洋学をさらに一歩進めて、この空間モデルを実際の漁業へ応用して、効率的

で持続可能な漁業の推進に貢献できることを期待している。 
審査員一同は、本研究が、メバチマグロの生息域空間モデリングに関する統合的な知

見を得たものと高く評価し、申請者が博士（水産科学）の学位を授与される資格のある

ものと判定した。 
 


